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当期（2019年度）も前期に続き、過去最高の売上高と利益を更
新しました。これもひとえに全てのステークホルダーの皆様のご支援
とご愛顧の賜物と、厚く御礼申し上げます。

当社はこれまで順調に売上高・利益を伸ばし、変化の激しいIT業
界に身を置きながらも安定的成長を続けてまいりました。そして、当
社が強化してきたその事業基盤と財務基盤は、果敢なチャレンジが
できる土台として結実いたしました。当期後半から新型コロナウイル
ス感染症が国内外の経済に大きなインパクトを与えていますが、企
業というものは常に様々な状況変化にさらされています。当社がま
だ先の未来においても成長し続ける企業であり続けるためには、こ
のような時代にこそチャレンジ精神を忘れずに、更なる発展を目指し
ていかなくてはなりません。そのチャレンジの先にある当社の企業活
動を通じて、より一層社会や皆様に還元できるよう、引き続き役職
員一丸となり邁進してまいります。

尚、来期の通期業績としましては、売上高22,800百万円、営業
利益1,430百万円、経常利益1,430百万円、当期純利益940百万
円を見込んでおります。皆様の一層のご支援、ご協力をお願い申し
上げます。

おかげさまで、９期連続で増収となりました。

2020年６月
代表取締役社長

森  啓 一

売上高

億円227
前年度比　5.8％UP 前年度比　4.4％UP 

営業利益

億円14
配当金

円/株25
前年度より　5.0円UP 

当事業年度報告

Focus Systems3



経営理念
	 「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、未来のより良い環境作りに貢献する」
経営ビジョン
	 私たちは、以下の3つの責任を果たしていきます。
	 1. 個人責任　人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
	 2. 企業責任　社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
	 3. 社会責任　お客さま、投資家、株主から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

当事業年度業績について
　当事業年度業績は、売上高22,703百万円（前事業
年度比5.8％増）、営業利益1,428百万円（前事業年度
比4.4％増）、経常利益1,467百万円（前事業年度比6.7
％増）、当期純利益930百万円（前事業年度比6.4％増）
となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
●公共関連事業

【売上高】7,300百万円（前年同期比5.9％増）
【セグメント利益】1,221百万円（前年同期比7.0％増）

　事業部間を越えた協働体制及び高収益体制の強化を図
ったことで、セグメント全体を通し、売上高・利益ともに
成長基調を維持しました。

●民間関連事業
【売上高】14,088百万円（前年同期比5.9％増）
【セグメント利益】1,643百万円（前年同期比6.7％増）

　ビジネス領域の拡大に向けた人材育成投資及び設備投
資を行いつつも、新規案件の確保や既存案件の拡大を着
実に進め、売上高・利益ともに堅調に推移しました。

●セキュリティ機器関連事業
【売上高】1,314百万円（前年同期比4.3％増）
【セグメント利益】240百万円（前年同期比24.0％減）

　セキュリティ製品、デジタルフォレンジック製品共に販
売が好調だったものの、デジタルフォレンジック分野にお
いて、サイバーセキュリティニーズの高まりにより競争が

激化し、利益よりもシェア拡大のための確実な案件確保
を優先した大型案件が複数あったこと等が利益率の低下
に繋がりました。

株主様へ感謝の気持ちを込めて
　当社は、株主様に対する長期的かつ総合的な利益の拡
大を重要な経営目標と位置付けております。昭和・平成
を経て３つ目の元号を成長基調の中で迎えることができた
ことから、平素よりご支援いただきました株主様へ感謝
の意を表し、当社設立以来初となる中間配当「令和記念
配当」を実施しました。その結果、年間配当金は普通配
当金20円と合わせて25円となり、前年度より５円の増配
となりました。
　また、当社株式への投資の魅力を高め、多くの株主様
が中長期的に保有したいと思ってくださるよう、株主優
待制度も継続して実施しております。

　会社はオーケストラ。経営者は指揮者。そしてお客様、
株主様をはじめ、当社を応援してくださっている皆様から
“ブラボー”の声をいただけるよう、役職員一丸となり邁進
してまいります。
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「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業
会計基準第28号　2018年２月16日）等を2019/
３期の期首から適用しており、2016/３期から2018/
３期に係る総資産については、当該会計基準等を
遡って算定しております。

株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及
び自己株式を含んでおります。
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　今後、業績予想の見直しが必要となった場合は、速やかにお知らせいたします。

来期業績予想

決算ハイライト

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

通　期
百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 円　銭

22,800 0.4 1,430 0.1 1,430 △2.6 940 1.0 62.47

（%表示は対前期増減率）
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顧客名 2020年3月期
売上高（百万円）

NTTデータ関連 8,411 
日本IBM関連 4,384 
沖電気関連 1,110 
TISインテック関連 895 
ソフトバンク関連 650 
その他 7,251 
合計 22,703 

合計

22,703
百万円

合計

22,703
百万円

公共関連事業

32.16%

NTTデータ関連

37.05%

民間関連事業

62.05%

ソフトバンク関連

2.87%

セキュリティ機器
関連事業

5.79%

TISインテック関連

3.94%

その他

31.94%

日本IBM関連

19.31%

セグメント別 2020年3月期
売上高（百万円）

公共関連事業 7,300
民間関連事業 14,088
セキュリティ機器関連事業 1,314
合計 22,703 

セグメント別売上高構成比 主要顧客別売上高構成比

売上高の合計は、前期の21,453百万円から5.8%増の22,703百
万円となりました。
公共関連事業407百万円、民間関連事業788百万円の増収によ

り、セキュリティ機器関連事業の売上高構成比は微減となりまし
たが、前期とほぼ同等の売上高構成比となりました。
尚、セグメント利益はそれぞれ7.0%増（公共関連事業）、

6.7%増（民間関連事業）、24.0%減（セキュリティ機器関連事業）
となりました。

前期と比較し、NTTデータ関連企業様、日本IBM関連企業様、
沖電気関連企業様への売上高が増加しました。沖電気関連企業
様からの受注が大幅に増加したことにより、前事業年度は売上
高の5番目に位置しておりましたが、当事業年度は3番目に大き
な主要取引先となりました。

　IT人材の流動性が高まったことにより、当社離職率が上昇し
たものの、人材獲得のための採用強化及び魅力付けにより、従
業員数が堅調に増加するとともに、業界離職率を下回る離職率
を維持しました。人材が最も重要な経営資源である当社は、今
後も働きやすい職場環境を整備する等して、人材の定着にも注
力していきます。

従業員数の推移 （人）
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（注2）業界離職率は厚生労働省発表「雇用動向調査結果の概要」を参考にしております。2019年の離職率は未発表のため、掲載しておりません。

沖電気関連

4.89%
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貸借対照表（要約）� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

当事業年度
2020年３月31日現在

前事業年度
2019年３月31日現在

資産の部

流動資産 9,835 9,789

固定資産 5,526 6,202

資産合計 15,361 15,991

負債の部

流動負債 4,829 4,434

固定負債 1,646 2,450

負債合計 6,475 6,885

純資産の部

株主資本 8,487 7,933

評価・換算差額等 398 1,170

新株予約権 － 2

純資産合計 8,885 9,106

負債純資産合計 15,361 15,991

1

2

3

POINT

前事業年度末に比較し630百万円減少しました。
これは主に売掛金の増加778百万円、繰延税金資産70百万円があっ
た一方で、投資有価証券の減少961百万円、現金及び預金の減少
719百万円によるものです。

1 資産合計

前事業年度末に比較し409百万円減少しました。
これは主に買掛金の増加250百万円があった一方で、長期借入金の減
少445百万円、繰延税金負債の減少290百万円によるものです。

2 負債合計

前事業年度末に比較し220百万円減少しました。
これは主に繰越利益剰余金の増加554百万円があった一方で、その
他有価証券評価差額金の減少772百万円によるものです。

3 純資産合計

株主資本等変動計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで）� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

株主資本 評価・換算差額等
新株

予約権
純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計
その他

有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本

準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
その他利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰余金

当期首残高 2,905 749 1,388 2,138 3,249 3,249 △359 7,933 1,170 1,170 2 9,106
当期変動額
　剰余金の配当 △376 △376 △376 △376
　当期純利益 930 930 930 930
　�株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） △772 △772 △2 △774

当期変動額合計 － － － － 554 554 － 554 △772 △772 △2 △220
当期末残高 2,905 749 1,388 2,138 3,803 3,803 △359 8,487 398 398 － 8,885

財務諸表
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純利益の増減分析� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

3

2

POINT

745百万円の収入がありました。
これは主に、売上債権の増加額804百万円、法人税等の支払額481百万
円があった一方で、税引前当期純利益1,430百万円、仕入債務の増加額
250百万円、減価償却費167百万円等によるものです。

1 営業活動によるキャッシュ・フロー

587百万円の支出がありました。
これは主に、有形固定資産の取得による支出232百万円、投資有価証券
の取得による支出210百万円、差入保証金の差入による支出92百万円等
によるものです。

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

874百万円の支出がありました。
これは主に、社債の発行による収入591百万円、長期借入れによる収入
200百万円があった一方で、社債の償還による支出690百万円、長期借
入金の返済による支出582百万円、配当金の支払額374百万円等による
ものです。

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

当事業年度
2019年4月 1 日から
2020年3月31日まで

前事業年度
2018年4月 1 日から
2019年3月31日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 745 1,322

投資活動による
キャッシュ・フロー △587 △395

財務活動による
キャッシュ・フロー △874 △832

現金及び現金同等物の
増減額 △715 94

現金及び現金同等物の
期首残高 4,778 4,683

現金及び現金同等物の
期末残高 4,062 4,778

キャッシュ・フロー計算書（要約）�（単位：百万円、単位未満切り捨て）

1

前事業年度
純利益

874

当事業年度
純利益

930

売上総利益
の増加 販管費の増加
107

営業外収益・
費用の増減
31

△46

特別利益・
損失の増減
36

法人税等の増加
△72

56
増

・�株主数増加による株主優待
引当金の増加

・租税公課の増加
・教育研修費の増加 増益による法人税の増加
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発展と成長に向けた取組み

三次電池の高電圧化に成功 教師データ作成の自動化

筑波大学及び群馬工業高等専門学校との共同
研究において、三次電池の高電圧化に成功しまし
た。三次電池は、昼と夜、日向と日陰等、どこに
でもある室温付近の温度変化で充電される自立分
散電源です。電池の交換・管理が不要なことから、
IoT機器等の電源として有望で、内閣府提唱の未
来社会「Society5.0」の実現に必須となる技術の
一つとされています。

今後、相転移材料の設計・開発により、さらな
る起電力の巨大化が期待されます。引き続き、産
学連携を通じて三次電池の社会実装を目指しま
す。

⼤阪⼯業⼤学情報メディア学科と⾃然⾔語処理
におけるAI教師データ⾃動⽣成システムの開発を
行いました。AIに学習させるために必要となる教
師データ作成の⾃動化に取組み、顧客の教師デー
タ作成の作業負担を減らすことで、時間と費用が
かかる、品質にばらつきがあるといったAIシステ
ム導入を阻んでいた課題の解決を目指します。

将来的には新たなソリューションの創出の一環
として、製品化を目指しAI事業の拡大につなげて
まいります。

IT業界は目まぐるしく変化し、日々
新たな技術やサービスが生まれてい
ます。当社も昨年度に引き続き事業
の発展を目的に、AIやIoT等の分野
における先端技術を活用した新たな
取組みを、企業や大学との連携を図
りながら進めてまいりました。

色々な分野に残る課題に対して、
当社のもつ技術とノウハウで解決に
努めることで、企業としての成長だ
けでなく、ITを通じて社会の発展に
貢献できる企業を目指します。

エネルギー AI

広域位置情報測位システムの実証実験

名古屋工業大学及びフタバ産業とIoT機器、
LPWA技術を活用した工場内の物流の効率化実証
実験を行いました。当社製品であるBLEビーコン

（FCS1301、timbe）の使用により、広域でも
高精度で位置情報を測ることが可能になります。

工場内物流の位置情報の収集・分析を行うこ
とで、在庫状況把握のリアルタイム化や物流時
間の短縮による効率化につなげます。

将来的には物流のみならず、医療や介護等の
分野での人手不足や効率化といった課題の解決
も目指します。

IoT
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医療における画像診断

営業支援/顧客管理ソリューション

会話をリアルタイムに変換

ファッションショーを演出

マイクロン社と臨床試験における画像判定を
AI化するシステムの開発を目的とした協業を開始
しました。コストや人手による判定のばらつき等
の課題を、画像判定のAI化により、判定精度の向
上・一定化や効率化を実現することで、臨床試験
発展の一助となることが期待されます。

マイクロン社が有する専門家ネットワークの協
力の下、当該システムの発展により、社会問題と
なっている「医師不足による医師の超過勤務」や

「病変の見逃し」等の解決を目指します。

NTTデータ イントラマート社がリリースした
営業⽀援/顧客管理ソリューション「intra-mart 
DPS for Sales」を、ファーストユーザーとして
⾃社に導⼊するとともに、顧客への提供も開始し
ました。営業活動の状況をタイムリーに可視化す
ることにより、状況の変化を見逃さず、最適な営
業支援が可能となります。

これまで培ってきた各産業における業務知識や
ノウハウと、ユーザーとしてのリアルな顧客視点
を武器に、より高レベルな価値形成と拡販を進め
ます。

筑波技術大学と聴覚障がい者向けに、複数人で
の会話におけるリアルタイム字幕表示の共同研究
を行いました。「誰が」「何を話したか」といった
大量の聴覚情報を視覚情報に変換し、聴覚障がい
者の情報取得を助けます。聴覚障がい者の職域の
拡張や環境改善、
多人数同時参加型
の新たなコミュニ
ケーションプラッ
トフォーム開発を
目指します。

VRaiB社（当社関連会社）と共同で開発した
ライブ AI エフェクトシステム「AI エフェクト 
LIVE!」を使って、ファッションショーの演出を
行いました。「AI エフェクト LIVE!」は動く人の
全身を動画で認識し、自動で動きに合わせて、ほ
ぼリアルタイムに撮影動画にエフェクトを追加す
ることができます。

ショー演出以外にもAI動画技術を活かして、聴
覚障がい者とのコミュニケーションやロボット操
作、伝統芸能の動きを解析して保存する等、さま
ざまなシーンでの利用が期待できます。

AI

ERP

字幕表示

AI
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TOPICS

昔ばなしマンガで学ぶコンプライアンス

コンプライアンス教育の１つとして、昔ばなしを題材にした
マンガで法令やルールを学ぶ「昔ばなしでコンプラチェック！」
を導入しました。

コンプライアンスは「法令遵守」と訳されますが、昨今では
法令だけでなく、社会の規範や企業倫理等広い意味でも使われ
るようになっています。またリスクマネジメントとしても、コ
ンプライアンスの徹底が重要となっており、いまや健全な企業
活動を続けるためには欠かせないものです。

IT業界のみならず、社会全体で長時間労働やハラスメント等、
コンプライアンス遵守の意識が高まる中、社員の意識や理解を
深めることを目的に、このコンテンツを制作しました。

「昔ばなしでコンプラチェック！」では、誰でも親しみのある
「鶴の恩返し」や「桃太郎」といった昔ばなしのストーリーと、
視覚的にも楽しいマンガとクイズで、コンプライアンス違反と
なる事例を通して正しい法令やルールを学ぶことができます。

現在は第１話で「時間外労働」を、第２話と第３話で「偽装
請負」をテーマにしたマンガを社内向けに公開していますが、今
後もリスク管理に重要となるテーマを取り上げていく予定です。

社内教育にもこうした工夫を取り入れるなど、今後も全ての
ステークホルダー様に信頼いただく企業であり続けるよう努め
てまいります。

↑第１話「鶴の恩返しで時間外労働をチェック！」の１コマ
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ICTを活かした障がい者雇用の取組み

農業におけるICTの利活用は「スマート農業」とも
言われ、農業における人手不足や技術継承問題の解決
策としても注目されています。現在、当社ではシステ
ムの改良や、ノウハウの蓄積に注力しているところで
すが、ゆくゆくはスマート農業が当社の事業として成
長し、他の農家の方々の役に立つときが来るかもしれ
ません。

当社のもつICT技術を活かすことで、障がい者の安
定的・持続的な雇用の創出と、さらには農業課題の解
決にもつなげてまいります。

今後もこの取組みについては、当社ブログサイト
「フォーカスNAVI」等を通じて情報発信を続けていき
ますので、ぜひご注目ください。

当社では2015年から障がい者の職域創出のため、
農業に取組んでまいりました。

IT企業が農業？と思う方もいるかもしれませんが、
農園の運営には、当社が得意とする情報通信技術（ICT）
を活用しています。

独自に環境測定ロボットを開発し、温度や湿度、水
温等の環境データを集めるなどして、課題の発見と解
決に向けて試行錯誤しながら、農産物の品質や生産効
率の向上に努めています。

そうして安定した売上を得られれば、農園で働く障
がい者の雇用の安定化と雇用拡大にもつながります。
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IT技術の提供という立場から、当社は長年にわたり
社会と寄り添って成長を続けてまいりました。

今後も成長を続けるために、
既存業務においては常に改善改良に努めてまいります。
一方で新たな事業の創出のためには、
リスクを恐れず、果敢にチャレンジする姿勢が重要だと考えています。

そのように生み出された付加価値を、
ステークホルダーの皆様に還元することで
社会に貢献し続ける会社でありたいと
考えています。

会社はこれまで描いてきた
ドラマの積み重ねです。
すべてのステークホルダーの皆様に
ワクワクしていただけるよう、
これからもドラマを仕掛ける会社で
あり続けたいと考えています。

企業活動を通して生まれた付加価値を、社会に還元する企業に

トップメッセージ
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会社概要

役員

（2020年 3月 31日現在）

（2020年 6月 29日現在）

※1　山口寿彦、瀬尾勘太両氏は社外取締役であります。
※2　中村清司、杉山昌宏両氏は社外監査役であります。

代 表 取 締 役 社 長 森 　 啓 一
代 表 取 締 役 副 社 長 三 浦 宏 介
専 務 取 締 役 室 井 　 誠
常 務 取 締 役 後 藤 　 亮
取 締 役 鈴 木 隆 博
取 締 役 山 口 寿 彦※1

取 締 役 瀬 尾 勘 太※1

常 勤 監 査 役 七 井 孝 司
常 勤 監 査 役 吉 野 　 充
監 査 役 中 村 清 司※2

監 査 役 杉 山 昌 宏※2

社　　　名 株式会社 フォーカスシステムズ
本　　　社 〒141-0022

東京都品川区東五反田二丁目7番8号
フォーカス五反田ビル 
TEL.03-5421-7777（代）
FAX.03-5421-3201

設　　　立 1977年4月1日
資　本　金 29億円
売　上　高 227億円
従 業 員 数 1,203名

大株主（上位 10名）

所有者別・株主分布状況（自己株式を除く）

（2020年 3月 31日現在）

（2020年 3月 31日現在）

（注）当社は自己株式 1,246,362 株を保有しておりますが、上記大株主から除外して
おります。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 36,000,000株

発行済株式の総数 16,292,942株

株主総数  7,245名

個人・その他
9,497,611株（63.12％）7,090名
金融機関　3,055,200株（20.31％）26名

その他国内法人　1,904,700株（12.66％）49名

外国法人・個人　329,369株（2.19％）49名
証券会社　257,700株（1.71％）29名

政府及び地方公共団体　2,000株（0.01％）1名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
株式会社 FRONTEO 900,000 5.98
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 628,800 4.17
フォーカスシステムズ社員持株会 604,600 4.01
畑山　芳文 588,900 3.91
第一生命保険株式会社 500,000 3.32
株式会社三井住友銀行 340,000 2.25
東　光博 320,000 2.12
柿木　龍彦 268,400 1.78
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 253,000 1.68
森　啓一 245,200 1.62

グループの状況
関連会社

お客様
株式会社イノス
（20.00％）
ソフトウェア開発

株式会社 VRaiB
（20.00％）
ソフトウェア開発

株式会社 フォーカスシステムズ（当社）
公共関連部門 民間関連部門 セキュリティ機器関連部門

本社ビル

株式の状況

企業データ

（注 1）⬅　 情報システムの設計・開発・運用・保守
 製品・サービスの提供　
（注 2）（　）内は出資比率

Focus Systems 14



株主メモ

証 券 会 社 等 に
口 座 を お 持 ち の 場 合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 送 物
送 付 先

お取引の
証券会社等になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電 話 お 問
合 わ せ 先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く

9：00～17：00）

各 種 手 続
お 取 扱 店
（ 住 所 変 更、
株主配当金
受取り方法
の変更等）

みずほ証券
本店及び全国各支店
プラネットブース（みずほ銀
行内の店舗）でもお取扱いた
します。
みずほ信託銀行
本店及び全国各支店※
※ トラストラウンジではお取扱できませんの
でご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行※及びみずほ銀行の本店及び全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）
※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問合
わせ先・各種手続お取扱店
をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年の３月31日まで
定 時 株 主 総 会 ６月
基 準 日 ３月31日
配当金受領株主確定日 ３月31日
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告とする。

電子公告アドレス
https://www.focus-s.com/focus-s/
ir/publicinfo/

第44期定時株主総会の
ご報告

2020年６月29日に開催いたしました当社「第44期定
時株主総会」における決議事項についてご報告申し
上げます。
下記全ての議案が原案のとおり承認可決されました。
決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役２名選任の件
第３号議案 監査役２名選任の件
第４号議案 取締役賞与支給の件
第５号議案 �取締役に対する退職慰労金制度廃止に 

伴う打切り支給の件
第６号議案 �取締役に対する譲渡制限付株式の付与 

のための報酬決定の件

配当金については４ページを、選任された取締役に
つきましては14ページをそれぞれご参照ください。

期末配当金のお支払いについて

＊銀行口座への振込をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたし
ておりますのでその内容をお確かめください。
＊株式数比例配分方式をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしておりますのでその内容をお確かめください。
＊振込方法のご指定がない方
「配当金計算書」及び「期末配当金領収証」を同封いたし
ておりますので同証に必要事項をご記入ご押印のうえ、
2020年６月30日（火）から７月31日（金）までの間に、お
近くの「ゆうちょ銀行」又は「郵便局」でお受け取りくだ
さい。
　なお、「配当金計算書」は配当金をお受け取りになった
後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いた
だけます。

インフォメーション

https://www.focus-s.com/focus-s/ir/publicinfo/

